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 事業承継に関するアンケート調査報告
 事業承継を考えるのに「早すぎる」はありません！
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〈
実
施
時
期
〉平
成
30
年
11
月

〈
調
査
対
象
〉当
所
会
員
の
う
ち
Ｆ
Ａ
Ｘ
登
録
事
業
所
２
、１
０
６
社

〈
回
答
率
〉９
・
７
％
（
２
０
４
社
）

〈
回
答
数
の
内
訳
〉

事
業
承
継
す
る
？
し
な
い
？

　

事
業
承
継
の
状
況
と
し
て
は
、「
事
業
承
継
を
考
え
て
い

て
、
後
継
者
は
決
め
て
い
る
」が
27
％
、「
事
業
承
継
を
考

え
て
い
る
が
、
後
継
者
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
」が
22
％
と

合
わ
せ
て
半
数
を
占
め
ま
し
た（
グ
ラ
フ
①
）。「
事
業
承
継

は
済
ん
で
い
る
」、「
後
継
者
は
決
め
て
い
る
」と
回
答
し
た

事
業
者
の
後
継
者
・
後
継
予
定
者
は
い
ず
れ
も
子
供
な
ど

の
親
族
が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
②
、
③
）。

　
「
後
継
者
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
事
業
者

に
お
い
て
は
、
望
む
事
業
承
継
と
し
て「
事
業
譲
渡(

Ｍ
＆
Ａ)

な
ど
」が
26
％
を
占
め
、
全
国
的
に
も
増
え
て
い
る
Ｍ
＆
Ａ

へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す（
グ
ラ
フ
④
）。

　

一
方
で
、「
事
業
承
継
せ
ず
に
、
廃
業
を
考
え
て
い
る
」

と
回
答
し
た
事
業
者
は
10
％
で
す
が（
グ
ラ
フ
①
）、
60
歳

以
上
経
営
者
に
限
る
と
18
・
５
％
が
廃
業
を
考
え
て
い
る

と
回
答
し
て
お
り
、『
小
規
模
企
業
白
書（
２
０
１
８
年
）』

で
、
60
歳
以
上
経
営
者
の
17
・
７
％
が「
承
継
の
意
向
が
な

く
、
廃
業
を
考
え
て
い
る
」と
回
答
し
て
い
る
の
と
似
た
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
中
小
企
業
数
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
事
業
の
継
続
や
成
長
が
可

能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
継
者
の
不
在
な
ど
を
理

由
に
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
例
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
が
、
地
域
が
こ
れ
か
ら
も
持
続
的
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
で
培
わ
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
継
承
し
、
そ
こ
で
生
活
を
営
む
方
々
の
雇
用
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

高
岡
商
工
会
議
所
で
は
会
員
事
業
所
を
対
象
に
事
業

承
継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
承
継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

事
業
承
継
を
考
え
る
の
に
「
早
す
ぎ
る
」
は
あ
り
ま
せ
ん
！

製造業
30%

（61社）

卸売業
14%

（29社）

小売業
12%

（24社） 建設業
21%

（42社）

建設業
21%

（42社）

サービス業
23%

（47社）

サービス業
23%

（47社）

その他　0%（1社）
【業　　　種】

【代表者年齢】

81歳以上　2%（5社）
不明　1%（2社）

30～40歳　6%（13社）

41～50歳
20%

（41社）

41～50歳
20%

（41社）

71～80歳
16%

（32社）

71～80歳
16%

（32社）

61～70歳
30%

（61社）
51～60歳
25%

（50社）

後継者は
まだ必要ではない

25%
（52社）

事業承継を考えていて、
後継者（後継予定者）は

決めている
27%（55社）

事業承継を
考えているが、
後継者はまだ
決めていない
22%（44社） すでに事業承継は

済んでいる
15%

（31社）

すでに事業承継は
済んでいる
15%

（31社）

事業承継せずに、廃業する
（廃業を考えている）　10%（21社）

無回答　1%（1社）

グラフ①

グラフ②

グラフ③

グラフ④

※複数回答あり

【Q1】事業承継の状況は、どの状況にあたりますか？

子供などの親族
77%

（24社）

外部からの招へい
6%（2社） 不明

10%
（3社）親族以外の

役員・従業員
7%（2社）

事業譲渡（M&A）など
0%（0社）

→後継者は誰ですか？
外部からの招へい
6%（3社）

子供などの親族
87%

（48社）

外部からの招へい
2%（1社）

不明　2%（1社）

親族以外の
役員・従業員
9%（5社）

事業譲渡（M&A）など
0%（0社）

→どの様な事業承継を望んでいますか？

親族内承継
33%

（15社）

役員・従業員への承継
35%（16社）

役員・従業員への承継
35%（16社）

事業譲渡
（M&A）など
26％

（12社）

→後継者（後継予定者）は誰ですか？
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事
業
承
継
を
考
え
て
い
て
も
具
体
的
に
進
ん

で
い
な
い
現
状

　

現
在
の
事
業
承
継
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、「
ま
だ
何

も
取
組
ん
で
い
な
い
」が
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す（
グ
ラ

フ
⑤
）。【
Ｑ
１
】の
回
答
で
多
か
っ
た
、
事
業
承
継
を
考
え

て
い
る
事
業
者
に
お
い
て
も
、
考
え
て
い
る
が
実
際
行
動
に

移
せ
て
い
な
い
状
況
が
伺
え
ま
し
た
。「
そ
の
他
」と
し
て

は
、
廃
業
の
予
定
が
主
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て

「
ま
だ
何
も
取
組
ん
で
い
な
い
」が
54
％
、
47
％
と
そ
れ
ぞ
れ

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た（
他
は
30
％
台
）。

　

年
齢
別
に
見
る
と
、
経
営
者
が
41
～
50
歳
、
51
～
60
歳
の

会
社
の「
ま
だ
何
も
取
組
ん
で
い
な
い
」が
51
％
、
44
％
と
そ

れ
ぞ
れ
高
い
傾
向
に
あ
り
、
61
歳
以
上
で
も
３
割
が
取
り
組

ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

事
業
承
継
は
取
組
み
方
を
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト

　

事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
事
業
者
は
、
後
継
者
の
育
成
や

事
業
承
継
の
進
め
方
に
つ
い
て
関
心
が
高
い
よ
う
で
す（
表

①
）。【
Ｑ
１
】、【
Ｑ
２
】の
回
答
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

事
業
承
継
を
考
え
て
は
い
る
が
、
ま
だ
何
も
取
組
ん
で
い
な

い
事
業
者
が
多
い
状
況
か
ら
も
、
後
継
者
の
育
成
や
進
め
方

な
ど
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

業
種
別
、
年
齢
別
に
見
て
も
、
事
業
承
継
に
関
し
、
特
に

関
心
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は「
後
継
者
の
育
成
」、「
事
業

承
継
の
進
め
方
」が
高
い
割
合
を
占
め
ま
し
た
。

　

経
営
者
が
71
～
80
歳
の
会
社
に
お
い
て
は
、「
相
続
税
・

贈
与
税
な
ど
」が
25
％
と
、
他
と
比
較
し
て
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に

　

事
業
承
継
は
頻
繁
に
経
験
す
る
こ
と
で
は
な
い
た
め
自

社
だ
け
で
進
め
る
の
は
一
苦
労
で
す
。
高
岡
商
工
会
議
所
で

は
、
取
り
組
み
前
か
ら
承
継
後
ま
で
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
で
、
相
談
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
各
種
ご
相
談

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
北
陸
税
理
士
会
高
岡

支
部
と
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
双
方
の
強

み
を
活
か
し
た「
事
業
承
継
相
談
」に
お
け
る
支
援
強
化
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

準
備
を
進
め
る
の
は
早
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
事
業
承
継
を
少
し
で
も
お
考
え
で
あ
れ
ば
当
所
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

具体的に
取組んでいる
22%

（45社）

まだ何も
取組んでいない

38%
（77社）

すでに
終了している
9%（19社）

近々取組む
予定である
18%

（36社）

近々取組む
予定である
18%

（36社）

その他
6%（12社） 無回答

7%
（15社）

【Q2】現在の事業承継の取組状況について
グラフ⑤

0 5 10 15 20 25 30 35 40

後継者の育成

事業承継の進め方

相続税・贈与税など

後継者の選定

事業承継に必要な資金の調達

自社株式の評価など

事業譲渡（M&A）

後継者の育成

事業承継の進め方

相続税・贈与税など

後継者の選定

事業承継に必要な資金の調達

自社株式の評価など

事業譲渡（M&A）

30％（61社）30％（61社）

13％（26社）13％（26社）

9％（18社）9％（18社）

18％（37社）18％（37社）

10％（20社）10％（20社）

8％（16社）8％（16社）

35％（71社）35％（71社）

【Q3】事業承継に関し、特に関心のある事項はどれですか？
（複数回答可）

表①

事
業
承
継
に
関
す
る
ご
相
談
は

高
岡
商
工
会
議
所 

中
小
企
業
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

23
│
５
０
０
０



工
芸
都
市
高
岡
2
0
1
9

　ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

工
芸
都
市
高
岡
2
0
1
9

　ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
入
賞
作
品

決
定
！

入
賞
作
品

決
定
！
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　「高岡クラフトコンペティション」は、伝統工芸産地発の全国公募展として、
1986年より産地プロモーションと地場産業の活性化を目的に生まれ、今回で33回
目を迎えます。
　今、私たちが考える「クラフト」とは、素材の特性を活かした人の手と工夫によ
る創造行為です。 社会をより豊潤な未来へ導くような作品を求め、高岡から発信
していきます。
　応募者数227名、応募作品数272種、総合計1,082点の中から選ばれた、今回の入
賞作品がこちらです。

優秀賞（安藤雅信賞）
Ｉ型鋼のテープカッター
出品者：上田　安伸
 （大阪府大阪市）
素　材：鉄、真鍮

優秀賞（大治将典賞）
重箱（３段）
出品者：㈱増田桐箱店
 （福岡県古賀市）
素　材：桐

優秀賞（小林和人賞）
4LEGS
出品者：小澤　一也
 （静岡県藤枝市）
素　材：オーク

グランプリ
sou
出品者：野本　美咲
 （埼玉県川口市）
素　材：西ノ内紙

準グランプリ
竹小筥
出品者：竹中　直哉
 （石川県金沢市）
素　材：竹



工
芸
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岡
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工
芸
都
市
高
岡
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0
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！

入
賞
作
品

決
定
！
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優秀賞（下尾さおり賞）
水紋盆
出品者：平戸　香菜
 （富山県高岡市）
素　材：銅合金

奨励賞（高岡市長賞）
夜盗／ヨトウ
出品者：尾崎　迅
 （富山県高岡市）
素　材：青銅

優秀賞（高橋俊宏賞）
凪
出品者：田浦　聡江
 （東京都東大和市）
素　材：ブナ

奨励賞（高岡商工会議所会頭賞）
漆変塗酒器
出品者：平山　敏文
 （神奈川県横浜市）
素　材：漆、麻布

優秀賞（寺山紀彦賞）
Border Weight
出品者：福田　栄一
 （富山県滑川市）
素　材：陶土、長石

審査員特別賞
bottle origin
出品者：木下　宝
 （富山県富山市）
素　材：ワインビン

地域特別賞
マル氷
出品者：㈱杉本美装
 （富山県高岡市）
素　材：ガラス

工芸都市高岡 2019
クラフト展

〈日　時〉 ９月 21 日㈯～９月 23 日㈪
	 10:00 ～ 18:00
	 ※最終日は 15:00 まで
〈会　場〉 セリオタウン（御旅屋セリオ）
	 ６階特設会場
〈入　場〉 無料

安
藤　

雅
信（
陶
作
家
・
百
草
廊
主
）

大
治　

将
典（
手
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
）★
審
査
員
長

小
林　

和
人 （
ラ
ウ
ン
ダ
バ
ウ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
）

下
尾
さ
お
り（
木
工
作
家
）

高
橋　

俊
宏 （D

iscover Japan 

統
括
編
集
長
）

寺
山　

紀
彦（
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
美
術
作
家
）

〈
審
　
査
　
員
〉

コンペティションで入賞した12のクラフト作品や入選作品を一堂に展示・予約販売を行います。
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交通・新幹線対策常任委員会を開催
県の道路行政について説明を受ける

　交通・新幹線対策常任委員会を高岡商工ビルで開催

し、議員16名が出席した。市内の道路整備について考

える研修会として、富山県土木部道路課担当者をお招

きし、富山県の道路整備の方針である北陸新幹線開業

効果を持続深化させるまちづくりや国土強靭化に向け

た安全・安心のみちづくりについて説明を受けた。出

席議員からは能越自動道の無料化や東海北陸自動車道

の早期全線４車線化を要望する意見が出た。

能越商工観光懇談会提言要望
能越自動車道や一般国道の整備促進など

12項目について要望
　富山県西部地域と石川県能登地域の商工会議所・商
工会８団体で組織する能越商工観光懇談会は国土交通
省北陸地方整備局に対し、道路・港湾・河川など計12
項目について要望を行った。今年度は、防災・減災、
国土強靭化のための３ヶ年緊急対策にかかる予算の確
保や能越自動車道の未整備区間の早期整備促進などの
他に、国道８号（高岡環状道路）六家交差点立体化や主
要地方道砺波―小矢部線の整備促進を新たに盛り込ん
だ。

8.7

7.26
事業者限定まちゼミ

「みせのわ！」を開催
事業者同士でファンづくりのノウハウを伝授しあう
　店主らがお店の専門知識を少人数制でお客様に教え

る「まちゼミ」を事業者向けに開催し、５名が参加した。

会場の「ジュエリークラフト４Ｒ（明野町）」では、ジュ

エリーのリフォーム例やサイズ直しの実演等を見学し、

参加者はその説明や中小企業診断士による実施アドバ

イスについて聞き入っていた。事業者限定まちゼミは

10月まで毎月開催され、一般向けのまちゼミは来年２

月を予定している。

7.31

珠算能力検定１級合格証書授与式
日商検定１級合格者が合格証書を受け取る

　日本商工会議所が主催する検定試験の１級合格証書
授与式を高岡商工ビルで行い、珠算能力検定試験の１
級合格者が川村人志会頭から証書と記念品を受け取っ
た。川村会頭は「今回の合格を励みに努力を続けてほし
い」と激励をおくった。第216回珠算能力検定１級試験
は全国で8,212名が受験し、2,494名が合格している。
▽第216回珠算能力検定試験１級合格者
　松岡　　遼 さん（小杉中学校１年）
　奥　　悠正 さん（芳野中学校１年）
　菓子井隆真 さん（下関小学校５年）

8.6
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会計啓発・普及セミナーを開催
決算書作成の意義や

基本的な決算書の読み方を学ぶ
　適切な会計処理による決算書作成の意義を学ぶため

「企業の経営力強化を目指す会計―決算書を自社の持続
的成長に繋げるために―」と題したセミナーを高岡商工
ビルで開催し、26社29名が参加した。講師の河村公認
会計士事務所 所長 河村拓栄氏からは、財務会計の基本
構造や経営分析の手法について解説があり、参加者ら
は模擬決算書を使用し、実際に経営指標を計算するな
ど演習を通じて基礎的な会計の仕組みや活用方法を学
んだ。

8.9

提案型営業手法セミナーを開催
商談上手になる秘訣を学ぶ

　新規顧客、新商品・サービスの開拓ができる営業手
法を学ぶ提案型営業手法セミナーを高岡商工ビルで開
催し、21社30名が参加した。講師にはナレッジフォース・
パートナーズ代表 藤原敬行氏をお招きし、相手を納得
させる企画提案書の作り方や成約を得るための話し方
など、商談の事前準備や進め方のポイントを解説いた
だいた。グループワークでは商品を売り込むプレゼン
テーションを行い、参加者らは商談営業の戦略を実践
的に学んだ。

8.8

　商業まちづくり常任委員会・建設部会合同の講演会を高岡商工ビルで開催し、60名が参加した。点在
する空き家・空き店舗をリノベーションした宿泊施設を中心に周辺の商店を巻き込み、まち全体をホテル
と見立てて複合的にサービスを提供する「SEKAI HOTEL」事業を展開しているクジラ株式会社 代表取締
役 矢野浩一氏が、自社の経営理念や事業モデルの他、当事業の特徴である宿泊客を地域に溶け込ませる

「SEKAI PASS」の仕組みについて語り、社会課題を解決する視点での開発の重要性を説いた。
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